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6月例会報告市長との懇談会一①
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げ j会報告〕
4月4日(火)午前10時から林宅にて例会開催。出席者は4名。
①コープえひめで、ジャコウアゲハの絵葉書販売の宣伝をするにあたり、

森川さんが絵葉書申込書を作成してくれた。早速Fl立により申し込み
あり。

②掲示の許可をもらった絵葉書ノfネルを霞の森公園のトイレにつけに

行った。

③食草ウマノスズクサの保護地につき、国土交通省松山河川国道事務所

重信川出張所へ杭を打った部分以外の草刈りを依頼に行く。以前から

私達の活動に協力的な出接所の職員多国さんが、まだ転勤でなくいら

っしゃったので、快く了承してくださる。

己主例会報告〕

5月30日(火)11時 15分から林宅にて例会開催。 7名参加。久しぶ
りに沢山集まった。ある会員の初孫の語、公務員の退職金の話、ある会

員が引っ越すにあたり、土地を購入し家を建てるという話、絵葉書売上

代金より、会からの仮払金10万円のうち合計3万円返金あり。

絵葉書のパネノレを見た日本野鳥の会の会員から電話あり。何か一緒に活

動できないかとのこと。手始めに、一度会って、お話をうかがうことに

なる。 6月7日夜7時から中央公民館にて。

ジャコウアゲハの8枚の絵はがきを並べて貼り付けたポスターを作成して

東温市内7ヶ所に掲示しています。

ポスターを見た人から電話をいただきました。

その方は東櫨市内の野鳥と、ほ乳類に詳しく、写真もたくさん撮っておら

れたので、早速「野鳥の勉強会Jということでミニ講演会をお願いしまし

た。快く引き受けていただいて6月7日夜、町民会館で写真を見ながら説明

をお聞きしました。この東温市にこれほど多くの種類の鳥がいることに驚

きました。このような人とのネットワークができたことは、絵はがきを作

った私たちの目的が徐々に達成しつつあると実感しました。

絵はがき現在135部売れてます。 (K• K) 
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~f会民銭組織鱗盛一@
かねてより申し込んでいた市長との懇談会がついに実現、8月27日(火)

市庁舎に於いて午前日時間分から行われた。

6月 27目、持ちに待った市長との懇談会。当自は 5分離に役場ローピー

に集まり、 11時 15分には捕ってお自にかかる芋はずになっていたが、連
絡の不備か少し遅刻してしまった。会員 5名。会議室には、市長を始め、

担当部痛の部長5名の方が、ずらりと並び対臨してくださった。

始めに私遣の舎の設立経緯、趣旨、過去の活動及び現在の活動について

お話しする機会をいただく o 三ヶ村泉とジャコウアゲハの絵葉書、『蝶の

くる庭よ 50号記念会誌、過去3四分の会報をお捜しする。

その後、市長の現在の姿勢、考えをうかがう。市長は『たかすか功を盟

む懇談会』というパンフレットに書かれている項目にしたがって熱く今の
患いを諮ってくだ、さった。

①行政のスリムイヒ e効率化と轍蔑した職員の意識改革

部長会 e課長会の頻繁な開櫨人材教育に努める

②新時代にふさわしい控民主役の行政の確率

女性の主主用を増やじているとのこと (3樹)

③人が活力を生む未来型産業のまちづくり

地産地摘にとどまらず地産智高運動の推進

地産智簡とは閤域外に地元産のアイデア輯晶を持っていって売

という;意味とのこと例)遠赤青汁、有機遠赤ケーノレ

包丁の要らない野菜(既にカットされている野菜を売る)

食べない米(お調などにする) 等印象的な話が出た

@入と自然が調和する環境のまちづくり

坊ちゃん劇場の話@・・市長自ら後援会長を務め、宜保活動を行

っているとのこと 芸術文化元年と位置付け観光とも結びつけ

て考えたい

映画「隣町戦争jのロケ地としての協力もその一環 地域経講の

活性化を図りたい

⑤人にやさしい鰭藤・福祉のまちづくり

愛大病院 a愛媛病院等との連携強化、四国〉号、ンセンターも鱒接す

る地の利 住みやす度で上位に行くのは病院の脊在が大きい

⑥入を育て、人が輝く教育のまちづくり

人材が大切、双権町の若松さんのような人がいれば市は変わる

⑦人が住み、人が集う安全 e安心なまちづくり

消防・耐麓・非行改革・定機管理に力をいれている。

いずれにしても財源が必要なので、現在の自主財源 45%から 50%に

引きょげを留りたいとのことだった。
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その後、予め会員の質問者集めて、提出していた費問事項にそってう

かがう。市長i士、退席なさると聞いていたが、最後までつきあってくだ

さった。以下、それぞれの会員とのやちとりを記す。 (T.H) 

{外髄人暗号子第垂対車にt.鑑轟審I~予定鵠"1)

教育委員会に調べさせたが、現在対象児童は 4名、すべて日本語が堪能
(伊予弁も話す)だと開いているので、その予定はない。(市長問答)

{現場幸雄実藤観っτいる晶品購く併}
日本に来る外国人は日本轄を習って来るべき。障害者福祉にお金をかけ

るのと 4人しかいない外国人児童のためにお金を掛けるのと比べたら前
者にお金をかけるのは必然か。

{骨く鱒避ない~意義塾ので』まなく、君臨舗の骨髄記入れτおいτいた諾'81ヒぃ。}

頭の構に入れておく。

{鱒轟棋連iか品よ水道への務持号定雄}
主義信は平成21年、 )11内は平成29年の予定(担当部)

{ムヶ特嘉吉とEうする品、につい1:の事事義舎が特われτぃ~ょう1霊場昔、メンバー
鵠~のような人ず記事場耳、 A争鏡轟音~ëうし1"いくのか}

全部で28名。学識経験者として愛大農学部の撲井先生、東雲大学の松井

先生、水利組合、環境団体として「水をきれいにする会Jの武井糸さん、

エロタウン、女性会議、NEW8の久保永さん等にも入ってもらっている。
今後は、恐らく、堆積した土を 1Mぐらい掘るということになる。環境

に配醸して行う。(担当部)

{脅僻事君主畿の3見書ッフの範轟状塊iま"1)

新規採用はずっと控えている。それにより全体としては純滅。議員は確

実に滅った。駒役を無くした。 (T.H) 
1;1~ 外h

{建i鯛議舎の円盤智鱒の母iこi妻、議場ヘ鰭毒事，::持ヮ免払寧でインづ智唖世ネット
中盤走車~tと事-tô@ 中鰹場晶の骨J 韓議場で鱒くよ与もよくわかる軒、頭露骨量鵠
パソ:3:〆の中典的+きく亀高番通昔、i産品んE借和島哲い技量島、軍事轍寄与5豊富轍eももう
之島だ軒、-t-~量投晶していく予定鵠"1)

市民からぽつぽつそのような声も開くが、相当な経費がかかる。現在は

!日重摺時代のそのままを使用している。(担当部)

{ごみ見チ自主〆ヨエ〆の管理能轟鰻@罷8::1曇嘘τいるようだ品昔、品薄m藍でi毒事
審制拡しτいる{ヰに1-2車種君ヮτく制。管の時々によ払揚事中j醗の嘩い
で、朝時轄のごみが出皆ない時艇事私立tt雄、融患できないものか}
家庭での話し合い(奥さんからご主人にも)の中で分別を轍患してほし

い。(担当部) (8. K) 
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調器購謹呈錨轟轟擁護龍一一⑨

今年5月、やっと待ちに待った『議会だより』が創刊され、我が市の行
政が一歩前進した想いを強くしました。
これまで私が我が町「重構j の議会を知る槽報源は、初の女性議員だっ
た充議員、言者伏さんが鮪人で発行されていた“議会だより開でした。

ホームページで情報を流されても、以前のf警報は新しくなく、現在進行で
はありませんでした。それも今は髄分改蕃されましたが鋤・・。また、『議

会だよりJがでることによって興味を引く構報だけを、パソコンでより詳
しく見ることもできます。

そうして見た『議会だよりJの中に、英語教育や総合給食センター新設
などの鷺疑応容があり、私は興味をもちましたo • D露毒蓄量車時τいるj、場合
畿における事事3語教曹をItう意え番のか?の蓄電簡に教育長が f小学校の聞は英語
で挨拶ができる韓度でいいと考えているJと田饗しています二私もその意
見に賛成ですが、市長の考えを聞きたいと患いました。市長の答えは明瞭

でした。小学生には、英語よりまず母国語教育が肝心、と考える私達の意
見と閉じでした。

市は総合給食センタ一新設を進めています。これについて教育長答弁に
「食育喜子学校教育の謀題とし、地元産食材の利用に散り組みたいJとあり
ました。このことに関して、ホームページで議員による規察報告を見まし

た。 2006年1月20自の報告です。熊本県の玉名市と人吉市の給食センタ
ー視察は、地元産食材を横樺的iこ利用しているとして行われたようですが、
『絶品患jの解釈に鍵鱒襲持事事した。轟帯韓、構内議芯地造..t~しτぃ轟と轟号事
し尭@意識帯でもこの君主曾のか鱒語審しずと。担当部長及び市長は地元産は東
鑑市産という認識でした。しかし、給食センターでは野菜を機械調理する
為、曲がった胡瓜は控えないなど食育と逆行している側面があるようです。

まずは、地元産のタマネギの利用を試しているところだということでした
が、センターの職員にも食育を進める市の姿勢を理解してもらい、地元産

の食材の活用を推し進めていってもらいたいと思いました。

す場lÔ.i轟~事の進捗拡i患についτ鱒~事し免。加入状況はi自重借・ )11内共、市
の居轄を 100~も充たしているとのことでした。取りあえず安心したものの
工事は来年度まで、は国からの補助がつくので精力的に進め、その後は状況

を見ながら進めるとのことでした。しかし、下水道はなるべく早い段階で

市全体が整備されないと、やり始めた意味がありません。今後の工事状況

に私達も注意しながら見守ることが必要だと患います。

今回の市長懇談会は、隈られた短い時間の中で了事に受け答えしていた

だき市の行政に希望を見いだした患いでした。これからも、住民の一人と
して疑問に思うことや分からないことは、市に開いてみようと患いました。
たくさんの住民の宵が行政を動かすこともあります。東1毘市は住民の意見
に棄置に茸を額ける市である、と誇りを持てる市であってほしいと私は思
います。 (R• D) 
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!高須賀市長との織での開くゴミに関して> @! 
2005年度プラスチァタ重要容器包装ゴミ品費調査結果によると

〈愛媛新開5月11日付〉東議市はDランクと最抵の評舗を受けてしまいま

した。そこで、市長と的顕議時の費関事項にこの事を入れても品いまし

た。

貴どうしてこの議註結果になったのか現状が知りたい。

プラスチック容器包装比率が85%以上無いとDランクになるo

食品で汚れたものが入っている〈マヨネーズ容器 e ラップ類〉

ラップの籍から外した金具

事者こ的結果を受けて東溢F告はどうするのか。

広報誌どでゴミの正しい分関を市民の普さんに理解と協力をお顕がい

する事。 藤忠報とうおん7月号P1 3を議事輩下さい業

貴私たちF官民拡どうしたらいいのか。

きちんと正しい分瑚をする事しかない。

貴その錨に出た事

・資麗ゴミ当番に男性が多くなった。

.. .1.1 の人によって分尉方法に違いがあづて圏るo (銅として百

古着は可犠ゴミか粗大ゴミか 分刻表で拡E苦難患ゴミ〉

@家重宝』こ配布されている f家庭ゴミの分別と正しい出し方Jが吉く註っ

ているゆで新Lい鞠の記事予定は者いのか?と、生活環境課で尋ねると、

来年当たり詳しく作り産したものを配布する予定と師事です。

常話の中で気になったこと

f包τで明ら誼い野菜jカット野菜を推進すれば、加工場が出来雇用
が増え、増税につながる(簡行政市長の発言〉が、私は思うのですり

家寵菜闘で慈しみ育てた野菜を収轄し、家族のために料理を作る o こう

した事者子供に見せることで、心や体を育てる家鑑での教育Sこ詰るゅで

はないかと患っています。一人住まいや多忙な時など『観事~f;さとは患い
ますが市環境面@簡生面を考えても、私は利用しないでしょう o A/M 
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毘言己 2島捜 索汗 l 尾銅

2005年度プラスチyク製容器包装ごみ品質鶏査(県内分)
(日本容器包装リサイウJレ協会調べ)

品質評価判定外観包視 -j~製容墾銭装比危険品の
(総合)評価 } 率評価(※)ι 混入

c! B 55;20%'無
o 8 c!勺 59.10% 有
A A， ，p.J '98メl1%'幾
B β ポ，，97.9(l% 牛無

，q 0 ーワ5.g0努 t無

o ¥;良 γ 号1却対戸三有
A 9[js挽九ι 無

(※全体から異物混入比率を麓し引いた比率)

第4木曜日
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ミュークカル「坊っちゃんjを観劇して

せっかく地元にできた文化施設だし、一度は見ておこうと観劇してき

ました。坊っちゃん劇場の広さは、最後列から舞台まで約22mと近い。

私の席は前から 5J1J白で、役者の熱気や息づかい、音響側からの声と生

の声が間こえ、汗まで飛んできそうな席だったせいか、ドップリ入り込

んでしまった自分に驚きました。

馴染みの人物を演じている、役者の個性豊かなことo 坊っちゃんは

Wキャストで細身の坊っちゃんは若々しくてステキでした。マドンナは

声の張り・歌のうまさ、素晴らしい歌声に聞きほれてしまいました。

学生役の8人の躍動感あふれるダンスや歌声も良かったです(東温市

出身の土井君と言う役者が入っている〉一人二役の校長と清の変貌に

ピックリ o 特に私は清のファンになってしまいそうです。チヨットした

細工があちこちにちりばめられていて、 1時間40分ノンストップだった

のですが、笑ったり、ピックリしたり、ホロっとしたり、アッという間

でした。フィナーレの全員での歌は、感動をもっと大きくしてくれるも

のでした。約一年間300公演を予定しているので、再度行ってみよう

と思っています。

NHK教育テレビ「劇場への招待Jで放映されたのも見たのですが、

全く別物でした。劇場に足を運び、体と心で感じたものの素晴らしさを

改めて認識しました。

高須賀市長との面談時に、市長は「坊っちゃん劇場j東温夢倶楽部の

会長で応援団長として、住民の多くの皆さんに観てもらいたいと熱く語

っていましたo 岡本太郎 r明日の神話』との関わり・『坊っちゃ劇場j
オープン・映画『となり町戦争jロケと、今年、東温市は「文化・芸術

元年Jとして、大いに盛り上がりアピールして行きたいとも言っていま

した。楽広報とうおん7月号P29に、ミューヲカル「坊っちゃんj

観劇のお得情報が載っていますo 楽 A/M 
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弾

一

凶

一

一一時罷一時制一

駒
内
町
品
開
ヴ
甥
一

時
開
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ト
剛
一

躍
咽
骨
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嶋
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f

静
一
離
一
輸
出
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誌
一
籍
出

端
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一
能
川

朝瞳

と予約は
お電話で
むiくi

話語表示金額は

すべて税込みです。

お得な観劇セット

1+(鯉弘
4，鵠岱o開-(JJ¥or:p3.000円-)
@温泉事j楽lζてご予算に応じてお料理のコースを
お選びいただけます。
.5指定席をと希望の際はプラス300円となります。

1土 14:00 2水 14:00 B土 14:00 1日 14:00 17.1<14:00 1金 14:00
18:30 3木 14:00 18:30 2 Fl 10:30 2木 14:00 2土 14:00

2 B 14:00 4金 14:00 10日 10:30 4水 14:00 3金 14:∞ 18:3む
3月 10:30 5土 14:∞ 14:00 5木 14:00 4土 14:00 3臼 14:00
5水 14:00 18:30 13水 14:∞ 日金 14:00 18:30 4月 10:30
6木 14:00 6日 14:00 14木 14:00 7土 14:00 5 B 14:00 6 * 14:00 
7金 14:00 7月 10:30 15金 14:∞ 18:30 8丹 10:30 7木 14:00 1月 10:30
8土 14:00 971く14:00 16土 14:00 B臼 14:00 871< 14:00 8金 14:00 14:00 
18:30 10木 14:00 18:30 9月 10:30 9木 14:00 9土 14:00 2火 10:30

9臼 10:30 12土 14:00 17日 14:00 11水 14:∞ 10金 14:00 18:30 14:00 
14:00 18:30 18月 10:30 12木 14:00 11土 14:00 10 B 10:30 3水 14:∞

127l< 14:00 13日 10:30 207Jく14:00 13金 14:00 18:30 14:00 5金 14:00
13木 14:00 14:00 21木 14:00 14土 14:00 12日 10:30 13氷 14:∞ 日土 14:00
14金 14:00 14月 14:00 22金 14:00 18:30 14:00 14木 14:00 18:30 
15土 14:00 18:30 23土 14:00 15日 14:00 15水 14:∞ 15金 14:∞ 7日 10:30
18:30 15火 14:∞ 18:30 16月 10:30 16木 14:00 16土 14:00 14:00 

16 B 14:00 1671く14:00 24 B 10:30 18水 14:00 17金 14:00 18:30 
17月 10:30 18金 14:00 14:00 19木 14:00 18土 14:00 17 B 14:00 
19水 14:∞ 19土 14:00 27水 14:むO 20金 14:∞ 18:30 18月 10:30
20木 14:00 18:30 28木 14:00 21土 14:00 19 B 14:00 31日 18:30
21金 14:∞ 20 B 14:00 29金 14:00 18:30 20月 10:30
22土 14:00 21月 10:30 30土 14:∞ 22日 1自:30 227)く14:00
18:30 23氷 14:∞ 18:30 14:00 23木 14:∞

23日 10:30 鈴木 14:00 25水 14:00 24金 14:∞
14:00 25金 14:00 26木 14:00 25土 14:00

267}く14:00 26土 14:00 27金 14:00 18:30 
27木 14:00 18:30 28土 14:00 26 B 10:30 
28金 14:00 27臼 10:30 18:30 14:00 
29土 14:00 14:00 29日 14:00 29水 14:00
18:30 28 Fl 10:30 30月 10:30 30木 14:∞

30日 10:30
14:00 ※公演臼時は、やむをえず変更になる場合がございます。晶らかじめご確認ください。 .2007年2月。3月も公演あります。
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線蟻

嵐の様な梅雨入り後、聞も無くの早朝の激しい揺れ。近いと言われて

いる“東南海地震"を、現実のものとして感じています。我家では、一

日分の水と保存食を車の中に備え、毎年私の誕生日に、新しい物と交換

することにしています。災害時には、何でも我慢できると思うのですが、

平常時に入れかえる時、カンパンは辛いので、缶詰のパン、カレー、シ

チュー、レトルトのごはんを用意しています。誕生日に、一年間の無事

を感謝して非常食をいただいています。短絡的で衝動的な凄惨な事件や

信じられない悲しい事故が多過ぎる昨今、平穏に暮らすことのできる幸

せを感じています。

設計のミス、機械の故障、人間の不注意を限り無くゼロに近づけるこ

とはできても、“ゼロ"にすることは不可能であることを思う時、今、各

方面で議論されている、伊方原発へのプノレサーマル導入には“ヒロシマ"

で生まれ育った私はどうしても拒絶反応をおこしてしまい、原発の存在

そのものを、いまだに受け入れることができません。 1986年、!日ソ連で

おきたチェルノブイリ原発事故は今なお解決されていません。この事故

を教書11にヨーロッパ諸国は脱原発に向かっているといいます。

過去の不幸な出来事から学ぶことこそ大切なことだと思うのです。何

年前になるでしょう。平成の大合併が話題になり始めていた頃、県の自

治体の規模はより小さく、県を無くして道州制を、と考えておりますの

で、その旨申し上げ、過疎地の自然とそ守るべきものであり、そこに住

む人達へ手厚い支援を、と発言しましたところ“非効率的である。奥さ

んは、 30年前の生活に戻れますか"と語気を荒げて言われ、私はその勢

いに怯んでしまい、黙ってしまったことを今も後悔と共に鮮明に思い出

します。“廃れます、と言うより戻りたいのです却と即答できなかったこ

とが今も悔やまれてなりません。エコロジカノレ、フットプリントによる

と、世界中の人々が現在の日本人並の生活を続ける為には、 2，4個分の

地球が必要だといいます。無理に決まっています。その無理を通す為に、

ありとあらゆる新しいエネルギー源を模索していますが、使う量を減ら

9 



すことをもっと真剣に考える時が来ているのではないでしょうか。今の

便利さの中で生まれ育ってきた若い人達や子供遣にとって、今ある物を

手離してしまうことは、不安で怖いことに違いありません。でも私達は、

家電品のほとんどが無かった頃の生活を知っています。世の中、皆貧し

かったけれど大人遣に守られている安心感の中で日々を過ごしたもので

した。そんな昔を知っている私達から、今の便利さを少しづっ手離すこ

とを実践しなくては、と思います。チェルノプイリ事故の頃、!日ソ連で

生活した経験のある友人がいます。今一度、彼女の話を聞きたいと思っ

ています。

このところ、国に対する訴訟が後を絶ちません。戦後国策として行わ

れた移民事業、公害、薬害、監督責任に対する訴訟が毎日の様に報じら

れています。国の責任を明確にすることは必要ですが、掴の責任の有無

に関らず、個人が何の落ち度もないのに不幸を背負い込んでしまった時、

手を差し伸べ、支援するのが国のあるべき姿だと考えます。国民が国を

訴えなくてはならないことは、とても不幸なことだと思えます。国民の

集まりが“国"である筈なのに何故か圏民と留とが全く異質の、相反し

た脊在の様な感じがします。正しく国民に目を向け、国民の安心と安全

を第一義とする為政を願ってやみません。原発のこと、何故か歳出削減

として真先に出てくる福祉の切り捨て、 BSE問題、野放し状態とも思える

多くのサプリメントの類のこと、もっと、もっと真剣に考えてほしいの

です。財政難を安易に少子高齢化のせいにばかりしないでほしいのです。

真の無駄遣いこそ改めて欲しいのです。為政者が真に国民に目を向け、

真剣になれば、自ずと、国を愛する心も生まれ、この国で子供を産み育

てようと考えることが出来ると思うのです。

梅雨の晴れ間、我が家をとりまく藩根回の周りでは、父親に連れられ

た子供達が網を片手に歓声をあげています。自を凝らすと沢山のメダカ、

ミズスマシ、アメンボ等をみつけることが出来ます。子供遣に交じって

白鷺も遊んでいます。年々、自然も人の心も荒々しくなっている感じが

あります。どうぞ、こんな穏やかな光景がいつまでも続きます様に。

(0・K)
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壁
画
だ
が
、
裏
面

に
も
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
接

合
・
接
着
と
い
う
ρ
大
手
術
ρ

の
ド

ラ
マ
が
一
回
で
分
か
る
よ
う
、
透
明

の
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
を
装
着
。
気

温
に
よ
る
伸
び
縮
み
が
激
し
い
ア

ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
の
性
質
を
考
え
る

と
「
保
存
よ
ベ
ス
ト
で
は
な
く
リ
ス

ク
は
あ
る
」
(
葬
さ
ん
)
。
し
か

し
、
「
壁
画
が
た
ど
っ
た
数
奇
な
運

命
と
修
復
の
軌
跡
を
一
人
で
も
多
く

の
人
に
見
て
ほ
し
い
」
宇
野
ぺ
瓦
)

と
の
思
い
か
ら
、
あ
え
て
透
明
に
し

た。
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
費
関
す
る

善
意
の
人
た
ち
の
支
援
で
進
め
ら
れ

た
今
回
の
壁
画
修
復
。
時
間
、
費
用

と
も
に
、
か
な
り
の
制
約
が
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
修
榎
チ
i
ム
は
日
曜
以

外
は
作
業
に
没
頭
。
こ
の
粘
り
強
い

踏
ん
張
り
と
熱
意
が
、
最
短
期
間
で

の
修
復
を
可
能
に
し
た
。

(
生
活
文
記
蔀
・
飯
尾

亜
子
)

聖
、
白
川
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て
い
る
事
実
を
必
然
と
し
て
受
け
止
で
き
た
。
児
童
一
人
一
人
の
胸
の
内
民
間
側
が
真
撃
(
し
ん
し
)
な
動

り
方
め
よ
う
と
す
る
自
発
的
な
動
き
が
、
に
大
き
な
何
か
が
残
っ
た
は
ず
」
と
き
を
見
せ
る
一
方
で
、
「
愛
媛
県
を

入

南

わ

ず

か

で

は

あ

る

が

起

き

た

。

振

り

返

る

。

含

め

た

官

側

は

結

果

的

に

何

も

し

な

見
市
に
温
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
の
は
小
学
「
壁
画
が
愛
媛
に
来
て
い
る
間
に
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
、
県
内
外
の

心
東
生
と
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

(
N
伺
か
で
き
な
い
か
。
修
復
が
終
わ
る
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
た
の
も
事
実

諸
王

P
O法
人
)
「
カ
コ
ア
」
(
事
務
局
の
を
、
こ
の
ま
ま
黙
っ
て
見
過
ご
す
だ
。
対
岸
の
広
島
県
で
は
、
広
鹿
市

劉
加
・
松
山
市
)
だ
っ
た
。
授
業
の
総
合
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

i
。
日
増
し
が
運
嘗
す
る
広
島
市
現
代
美
術
館
が

作
月
学
習
で
松
山
城
修
揮
に
つ
い
て
学
に
強
ま
る
思
い
を
μ
爆
発
μ

さ
せ
、
「
『
明
日
の
神
話
』
完
成
へ
の
道
麗
」

畳
間
び
、
修
復
に
た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
一
一
一
月
に
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
(
四
月
十
五
日
1
五
月
二
十
八
日
)

明
艇
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
知
っ
た
松
山
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
を
開
催
。
地
元
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
高

M
m
市
昧
酒
小
の
六
年
生
。
昨
年
暮
れ
、
い
た
の
が
カ
コ
ア
だ
。
シ
ン
ポ
に
は
、
校
生
、
専
門
学
校
盆
な
ど
を
巻
き
込

町
一
一
一
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
に
児
美
術
に
と
ど
ま
ら
ず
ダ
ン
ス
、
演
劇
、
み
、
市
民
レ
ベ
ル
で
壁
画
へ
の
関
心

蝶
吠
童
の
代
表
が
一
連
の
メ
ー
ル
を
送
信
詩
な
ど
各
分
野
か
ら
約
六
十
人
が
参
が
高
ま
っ
た
。

以
て

1

;

f

:

寵

う

FPP
ニ
シ
ン
幹
@
品
詳

ヌ

賞

品

調

1
τ
J
J
A
B
U噂
句
、
》
喝
?
加
点
在
地
/
単
一
司

と

こ

&

喝

ι
4
h

者

4

鳴

e

J

d

j

時

画
じ諸

行

政

静

観

広

島

と

野

対

眠

訪
も
を
に
し
た
。
メ
i
ル
を
や
り
と
り
す
る
う
加
。
「
壁
画
修
復
が
愛
媛
の
ア
!
ト
こ
れ
ら
の
盛
り
上
が
り
に
比
べ
、

場

7

混
川
J

ち
、
児
童
の
熱
意
に
打
た
れ
た
平
野
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
修
復
当
地
の
愛
媛
は
、
岡
本
太
郎
氏

袋
一
タ
さ
ん
が
修
復
現
場
の
見
学
を
提
案
、
か
」
を
主
題
に
活
発
に
議
論
を
交
わ
の
麗
覧
会
が
開
か
れ
る
わ
け
で
も
な

修

ス

今

年

ニ

月

に

実

現

し

た

。

し

た

。

く

、

い

た

っ

て

静

か

だ

っ

た

。

全

国

か

修
理
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
百
カ
コ
ア
は
一
一
一
月
二
十
五
日
の
一
白
ら
注
目
さ
れ
た

d
の
壁
画
。
修
復
と

五
十
一
人
の
感
嘆
の
声
が
禍
番
台
、
限
り
行
わ
れ
た
修
復
現
場
の
一
般
公
い
う
非
日
常
的
な
出
来
事
は
、
現
時

壁
画
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
る
姿
が
聞
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
も
点
で
は
愛
媛
で
大
き
な
共
感
や
支
持

あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
た
。
子
ど
も
の
名
乗
り
出
た
。
公
開
当
日
は
、
そ
ろ
を
集
め
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今

「
明
日
の
神
話
」
の
愛
媛
で
の
修
で
は
な
い
」

H
「
明
日
の
神
話
」
再
依
頼
で
事
務
聞
に
メ
i
ル
を
送
っ
た
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
萄
た
ス
タ
ッ
フ
胆
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
逃
し
た
鯛

穫
は
、
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
プ
ロ
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ネ
ラ
ル
プ
ロ
ヂ
同
小
教
諭
の
石
田
年
保
さ
ん
は
「
自
約
十
人
が
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
県
内
(
た
い
)
は
大
き
か
っ
た
」
と
な
る
の

ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
「
盤
援
と
い
う
ュ
サ
i
の
平
野
暁
臣
さ
ん
宙
七
)
。
た
分
た
ち
が
動
き
、
働
き
か
け
れ
ば
、
在
住
七
百
五
十
八
人
を
誘
導
す
る
な
か
。
そ
れ
と
も
「
修
復
が
種
と
な
っ
て

場
所
に
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
わ
け
だ
修
復
期
間
中
、
壁
画
が
愛
媛
に
来
伺
か
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
ど
金
場
事
一
奔
恋
し
た
。
花
開
い
た
」
と
な
る
の
か
;
。

12 



「
ま
さ
か
、
、
こ
ん
な
鮮
や
か
な
色

だ
っ
た
な
ん
で
i
。
太
郎
の
色
そ
の

も
の
だ
」
。
修
復
完
了
後
の
六
回
、

東
温
市
で
報
道
関
揮
者
に
お
披
露
目

さ
れ
た
巨
大
壁
画
+
箭
に
、
「
崩
B

の
神
話
」
再
生
プ
ロ
ヲ
ェ
ク
ト
ゼ
ネ

ラ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
平
野
暁
臣

吋
馬
主
は
一
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
十

七
日
に
愛
接
持
離
れ
る
「
明
日
の
神

話
一
」
だ
が
、
書
記
事
w
警
暴
け

る
の
か
ー
そ
の
恒
久
設
置
場
所
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

間
プ
ロ
ジ
主
ク
ト
が
一
訴
す
寵
久
設

置
の
条
件
は
一
一
一
つ
。
誰
も
が
出
合
え
、

壁
画
全
体
を
見
渡
せ
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
、
つ
ま
り
公
的
な
場
所
で
あ
る

こ
と
。
壁
画
の
前
に
立
つ
だ
げ
で
、

こ
こ
に
あ
る
べ
き
だ
と
直
感
的
に
思

え
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
こ
と
。
そ

し
て
壁
画
を
未
来
永
劫
(
え
い
ご
う
)

大
切
に
す
る
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
。

平
野
ペ
ヤ
ん
は
「
条
件
を
す
べ
ザ
議
た

せ
ぽ
、
ど
こ
だ
っ
て
可
能
性
が
あ
る
」

と
強
調
す
る
。

実
際
、
す
で
に
市
民
レ
ベ
ル
で
誘

致
運
動
葬
麗
開
し
て
い
る
地
域
も
見

ら
れ
る
。
壁
画
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に

な
っ
て
い
る
原
爆
被
爆
地
の
広
島
市

と
畏
崎
市
だ
。
が
、
協
力
が
欠
か
せ

な
い
行
政
に
は
温
度
差
が
あ
る
。
広

島
市
文
佑
ス
ポ
ー
ツ
部
の
「
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
に
お
い
て
も
設
置
場
所
に
良

い
。
具
体
的
な
場
附
や
費
用
、
維
持

費
な
ど
を
合
め
検
討
中
」
と
の
一
宮
に

対
し
w

長
崎
市
平
和
推
進
室
は
「
腰

一
ホ
施
設
の
確
保
や
管
理
白
問
題
な
ど

か
ら
、
現
段
階
で
は
難
し
い
」
と
語

る。

@ 

「
大
阪
万
博
の
シ
ン
ボ
ル
・
太
楊

の
塔
と
対
で
展
示
し
て
は
」
と
、
大

阪
府
吹
田
市
の
名
も
浮
上
し
た
が
、

広
島
、
長
崎
ほ
ど
は
盛

υょ
が
っ
て

い
な
い
。
川
崎
市
岡
本
太
郎
襲
術
館

に
も
‘
設
置
易
額
め
る
周
聞
の
声
が

あ
る
が
、
館
長
の
村
田
慶
之
輔
苧
ん

は
「
誰
も
が
見
ら
れ
る
条
件
に
当
て

は
ま
ら
ず
、
大
突
き
の
彊
も
あ
る
。

予
算
的
に
も
難
し
い
」
と
話
す
。

愛
媛
に
は
誘
致
の
動
き
は
な
く
、

県
文
他
振
興
課
も
「
収
容
撞
所
が
な

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
」
と
い
う
。
じ
か
し
、

岡
本
太
郎
記
念
現
代
芸
術
振
興
財

団
理
事
で
ミ
ヴ
ラ
!
ト
・
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
副
館
長
の
本
浄
事
軍
さ
ん

告
ら
は
「
今
回
の
修
復
で
、
県
民
に

と
っ
て
岡
本
太
郎
が
身
近
な
存
在
に

な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
」
と
力
説
。

「
明
日
の
神
話
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
。
壁
画
が
愛
媛
を
出
た
か
ら
と
い

っ
て
、
お
し
ま
い
で
は
な
く
、
今
か

ら
動
い
て
も
遅
く
な
い
」
と
言
い
切

る。
東
京
・
汐
留
の
自
家
テ
レ
ビ
本
社

前
広
場
で
七
i
八
月
に
一
般
公
開
さ

れ
た
後
、
「
明
日
の
神
話
」
は
都
内

の
倉
庫
で
再
び
眠
り
に
つ
く
。
移
動
叫

に
リ
ス
ク
が
伴
う
た
め
、
次
は
、
岡
岡

本
氏
生
誕
百
周
年
の
ニ

O
一
一
年
ま
忌

で
を
め
ど
に
決
ま
る
恒
久
設
置
場
所
内

で
し
か
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
壁
一
~
プ

画
が
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
も
、
壁
画
内

に
込
昏
り
れ
た
岡
本
氏
の
平
和
へ
の
ぶ

願
い
は
来
来
、
そ
し
て
愛
嬢
へ
と
確

実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
大
事
な
の

J

は
、
今
回
の
修
察
も
た
ら
し
た
づ

な
が
り
u"
を
今
後
に
ど
う
生
か
す
か

だ。(
生
活
文
化
部
・
飯
尾
堅
、
白
川
亜

子
)

色
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
た
「
明
日
の
神
話
」

H
6目
、
東
温
市
帯
万

• 

愛
媛
の
縁
ど
う
生
か
す
恒
久
設
置
誘
致
に
注
目

• 

1-4 
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15日から県内オ←ノレロケで撮影中の映画「となり町

戦争」。メーンロケ地の東温市では市が各調討糞断の支濃

組織「となり町戦争推進班Jを編成、エキストラ募集や

ロケ|致への食事サービスなど幅広く活動している。市

町村が庁内横断組織をつくりロケを支援するのは全国

的にも珍しいとされ、関係者から注目を集めている。

東温・「となり町戦争」ロケ

市
職
員
の
汗
光
る

ー
向
班
は
四
月
末
、
産
業
創
出

課
な
ど
七
課
の
職
員
十
六
人
で

編
成
し
た
。

県
内
で
映
画
や
テ
レ
ビ
の
ロ

ケ
が
行
わ
れ
る
場
合
、
地
元
市

町
の
支
援
は
通
常
、
観
光
担
当

課
の
職
員
に
よ
る
道
路
や
公
共

施
設
の
使
用
許
可
申
請
や
ロ
ケ

時
の
交
通
整
理
な
ど
が
中
心
。

だ
が
間
班
は
ほ
か
に
、
市
民
エ

キ
ス
ト
ラ
募
集
マ
江
口
洋
介
さ

ん
、
か
ん
す
る
主
人
公
が
運
転
す

る
車
と
し
て
公
用
車
の
貸
与
マ

ホ
ワ
イ
ト
ボ
i
ド
や
懐
中
電
灯

な
ど
の
資
材
調
達
マ
食
事
場
所

や
控
室
準
備
ー
な
ど
も
宙
開
開
。

班
員
自
ら
「
町
職
員
」
役
で
出

慣
も
し
、
連
日
遅
く
ま
で
奔
走

し
て
い
る
。

支援 柴斤 厚罰

東温市の「となり町戦争推進班J班員も町職
員役として出演したロケ=23日、同市則之内

各課横断で支援ビス資材調達や食事サー

班
編
成
の
背
景
に
は
、
「
観

光
を
量
当
す
る
産
業
創
出
課
の

課
員
が
五
人
と
少
な
い
一
方
、

ロ
ケ
が
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
聞
い
て
い
た
の
で
各
課
に
協

力
を
要
請
し
た
」
(
班
長
の
山
一
一

内
一
正
麗
業
創
出
課
長
)
と
の
一
一

事
情
も
あ
る
が
、
文
佑
に
よ
る
一
一

地
域
活
性
化
や
P
Rを
目
指
す
一

市
の
考
え
が
根
強
く
あ
る
。
一

こ
う
し
た
市
の
取
り
組
み
一

は
、
県
内
の
映
画
関
係
者
に
も
一

好

評

。

一

関
班
と
と
も
に
ロ
ケ
を
支
援
一

し
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
一

人

(
N
P
O法
人
)
ア
ジ
ア
・
一

フ
ィ
ル
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一

福
岡
晋
也
代
表
理
事
官
七
)
は
一

「
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
い
取
一

り
組
み
方
。
行
政
の
積
極
的
な
一

か
か
わ
リ
は
今
後
の
ロ
ケ
誘
致
一

活
動
に
も
加
勢
に
な
る
」
と
歓
一

迎
。
県
の
支
援
組
織
え
ひ
め
フ
一

ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

(
F
一

C
)
事
務
聞
の
泉
谷
昇
さ
ん
一

合
一
色
も
「
ロ
ケ
支
援
の
新
た
な
一

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
か
も
し
一

れ
な
い
」
と
期
待
す
る
。
一

ロ
ケ
日
程
は
約
半
分
を
消
一

化
。
山
内
班
長
は
「
ク
リ
エ
イ
一

テ
ィ
ブ
の
最
先
端
を
行
く
民
間
一

と
の
共
同
作
業
は
職
員
に
と
っ
一

て
も
良
い
経
験
。
推
進
班
は
口
一

ケ
終
了
と
と
も
に
解
散
す
る
一

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
一
過
一

性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
一

う
努
力
し
た
い
」
と
話
し
て
い

る。

h 

返
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磯
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議
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制
/

:
内
は
る
こ
と
を
強
自
に
『
環
境
に
優

材
現
し
い
』
と
し
た
」
と
回
答
。
岡

M
W

草
者
の
主
張
は
平
行
線
を
た
ど
っ

h

咽
」
て
い
る
。

と
と
も
に
、
パ
l
ム
泊
を
主
成
こ
ん
な
議
論
に
つ
い
て
、
マ

分
に
し
た
洗
剤
を
「
環
境
に
優
レ
!
シ
ア
の
森
林
問
題
に
詳
し

し
い
」
と
P
Rす
る
テ
レ
ビ
C

い
等
門
家
は
、
農
園
拡
大
の
た

M
の
内
容
修
正
を
、
発
売
元
の
め
の
違
法
な
森
林
伐
採
が
横

ラ
イ
オ
ン
民
求
め
た
。
~
行
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
オ
ラ

間
7
ホ
J
ラ
ム
の
満
田
夏
花
ン
ウ
}
タ
ン
や
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の

さ
ん
は
「
パ
一
i
ム
泊
の
原
産
地
生
息
を
庄
迫
し
て
い
る
こ
と
を

で
、
環
境
問
題
や
人
権
問
題
を
指
摘
。
「
搾
油
工
場
の
汚
水
で

言
語
こ
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
河
川
は
汚
れ
て
い
る
。
パ

l
ム

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
環
境
油
が
環
境
に
優
し
い
な
ん
て
震

に
優
し
い
』
と
い
う
の
は
消
震
わ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
言
う
。

者
の
誤
解
を
招
く
」
と
批
判
す
パ

1
ム
油
洗
剤
を
扱
う
企
業

る

。

の

中

に

も

「

パ

i
ム
油
イ
コ
l

こ
れ
に
対
し
ラ
イ
オ
ン
は
ル
環
境
に
優
し
い
と
一
一
回
だ
け

「
植
物
原
料
安
使
う
こ
と
が
二
で
語
る
段
隔
で
は
な
い
」
(
大

酸
他
炭
素
の
排
出
抑
制
在
通
じ
阪
市
の
サ
ラ
ヤ
)
と
、
現
地
の

て
地
球
温
暖
也
防
止
に
貢
献
す
環
境
保
全
活
動
へ
の
協
力
な
ど

を
始
め
る
企
業

も
現
れ
た
。

満
田
さ
ん
は

「
企
業
に
は
環

境
保
全
に
配
慮

し
た
原
料
の
謂

達
に
努
力
?
る

責
任
が
あ
る
。

消
費
者
も
実
態

手
揺
り
、
問
題

解
決
の
道
を
一

緒
に
考
え
て
ほ

し
じ
」
と
話
し

て
い
る
。

植
物
由
来
の
泊
脂
と
し
て

「
麗
境
に
優
し
い
」
と
宣
伝
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
ヤ
シ
油
(
パ

l
ム
油
〕
。
最
近
で
は
か
ソ
リ

ン
の
一
代
替
燃
斜
と
し
て
も
注
目

さ
れ
、
需
努
は
伸
び
る
一
方
だ

が
、
泊
を
取
る
た
め
の
農
地
の

拡
大
が
東
南
ア
ジ
ア
で
の
熱
帯

一
林
破
壊
の
一
因
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。

現
地
で
は
、
農
薬
の
大
量
使

用
や
俄
賃
金
労
働
な
ど
の
問
題

点
も
指
摘
さ
れ
、
日
本
の
環
境

保
護
団
体
は
「
パ
!
ム
油
な
ら

ば
す
べ
て
環
境
に
優
し
い
と
、

誤
解
を
招
く
よ
う
な
宣
伝
は
や

め
て
」
と
企
業
に
働
『
掛
け
て

い
る
。パ
1
ム
油
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

と
い
う
ヤ
シ
料
の
植
物
の
果
実

を
搾
っ
て
製
造
す
る
。
日
本
で

は
洗
剤
向
け
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
マ
ー

ガ
リ
ン
の
原
料
、
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
の
揚
げ
泊
と
し
て
の
用
途
が

最
も
多
い
と
い
う
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
i
シ

ア
で
生
産
が
急
増
中
で
、
米
幾

務
省
に
よ
る
と
こ

0
0
0年
に

は
約
二
千
二
百
八
十
万
J
だ
っ

た
両
国
の
生
産
量
は
今
年
は
約

の一調に、帯梯磯

「環境に優しい」に異議も

広
大
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
義
国

(
地
球
・
人
間
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
提
供
〉

7月 11日(火)9: 00 
林さん宅へ集合し今治へ行きます。

市民の森で睡蓮を楽しみましょう

えもむG設費襲警患で賦、護憲章事審最重富事事聾むて鵠嚢す。
活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/年
振込先口産番号(郵便局) くらしの学習会01610・5凶21026

問合せ先 TEL/FAX 089-964・6956
E-mail:kt・hayashi@nifty.com

15 

三
千
三
一
回
一
一
一
十
万
ゾ
に
惜
唱
え
、

大
豆
油
を
抜
い
て
、
植
物
油
で

は
ト
ッ
プ
の
生
産
震
と
な
る
見

通
し
。
だ
が
、
生
産
の
拡
大
と

と
も
に
、
べ
ヱ
ま
ざ
ま
な
環
境
、

社
会
問
題
が
指
摘
ぢ
れ
る
み
う

に
な
っ
た
。

地
球
・
人
間
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
F
G
E
(地
球
の
友
)
ジ

ャ
パ
ン
な
ど
の
保
護
団
体
は
閉

丹
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
映
像


